
 

■検討事項だらけではあるが「Go To キャンペーン」も始まり、国内の移動需要も少し戻ってきた。JR西日本の

7月社長会見によると、通勤・通学定期利用は昨年に比べて 80％程度まで回復してきているという。一方で、山

陽新幹線など新幹線・特急列車は同 30％程度の水準

であり、他の鉄道・バス会社も同様の状態と思われる。

（資料は JR西日本 7月社長会見より抜粋） 

■お盆が近くなり「今度こそ帰省を」と考える人も多

いのではないだろうか。そこで気になるのが「道中の

電車やバスの車内で密集して感染しないか？」という

ことだ。実際に、毎日不安な思いを抱えながら通勤・

通学をしている人も多い。一般に新型コロナウイルス

は「密集・密閉・密接」の 3密空間で感染しやすくな

ると言われている。確かに満員の通勤電車は感染リスクが高いと思われても仕方がないかもしれない。これらの

疑問に対する答えとしては、未知のウイルスなだけに確かな証拠がないので「安全である」と断言するのは難し

い。しかし、現在までのところ電車やバスなど公共交通機関でクラスターが発生したという情報は出ていない。

また利用者側もある程度気をつけていれば、必要以上に恐れる必要はないとされている。 

■特に重要なポイントとされている換気については、通勤電車ほどよく出来ている。以下に、JR西日本の事例と

三菱ふそうが作成したバス車両の換気の状況を示す。それぞれ図を見れば分かる通り、電車やバスなどは十分な

換気が出来るような設計になっている。特に通勤電車やバスでは小まめにドアが開くため 5～10分もあれば車内

の空気は循環しており、厚生労働省が推奨する「1 時間に 2 回以上」よりも遥かに高い頻度でクリアしている。

この他にも抗ウイルス対策や消毒、厳しい健康管理など本業の安全運行に加えて、交通事業者は感染症対策に大

きな力を注いでいる。利用者に少しでも安心してもらい、かつ 1日でも早く戻ってきてもらうために体力を削り
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ながら日々努力しているのである。また別の視点からも「公共交通＝危険」というイメージだけで利用を避ける

ということは思いとどまってほしい。例えば、交通事故の発生件数は年間 40 万件超である。電車やバスは危な

いから自動車を利用した結果、交通事故に遭ってしまったら本末転倒である。また渋滞が深刻化することで都市

の機能が麻痺したり、長期的には運動不足による健康問題なども起こりやすくなる。 

■利用者側も少し気を付けていれば感染症は防ぐことは出来る。「モビリティ・マネジメント会議（JCOMM）」や

「くらしの足をなくさない！ 交通崩壊を止める緊急フォーラム運営委員会」では無料のポスターも配布しており、

利用者側も気をつければ安心して公共交通を使うことが出来るポイントをまとめている。主なポイントは 3つだ。 

①常にしっかりと換気をすること。 

➁「目・鼻・口」を直接触らない。 

➂マスクを着用し、会話を控えめにすること。 

以上の 3点を意識していれば、基本的にはほとんどウイルスにかかる心配はないとされている。実際にコロナウ

イルスとはいえ、触れた手からすぐに感染するわけではない。それらで直接目や鼻、口などを触ることで感染す

るというだけであって、闇雲に他人が触ったものを避ける必要はないだろう。事業者側も利用者も共に気を付け

ることで、安全に過ごすことは可能である。世の中の問題はコロナウイルスだけではない。上手に公共交通を使

うことで、健康や環境にも優しい生活の在り方を模索したい。来年のお盆には「帰省しようと思ったら、交通手

段がなくなっていた」ということにならないためにも・・・ 

※上記 3点は JCOMMなどが出している無料のポスター。安心して生活できるようになるためにも、正しく情報を

掴もう！  NPO法人公共の交通ラクダ 700-0823 岡山市北区丸の内 1-1-15  http://www.racda-okayama.org/ 
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